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･-K-α-摩 x,･S-(0,(6-慧 珂 (1,
と表される【3,4】｡ここで､Kは比例定数､αは構成成分の分極率､≪･･･≫は組成平均､xTは
等温圧楓 ∂-古 (剖 Cは組成である｡この式のSc(0)はMCS近似により､
S"(o)-C(1-C)/l･C(1-C)6㌧C(1-C)g(C)W/kBT] (2)
とおくことができる｡ここでg(C)Wは成分間の相互作用を表しており､温度変化はしないもの
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図4 全光散乱強度とT-Tcとの108-10gプロット 図5 全光散乱強度とT-Tcとのlog-logプロット
(鹿界軌成以外の場合)
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